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第 4章　甲斐青萍《楠公袂別図》
―石本家資料作品の一考察―
髙橋　沙希
はじめに
　本論では、天草市今釜新町にある天草市立本渡歴史民俗資料館に所蔵されている石本家資料のなかの
一作品、甲斐青萍（かいせいひょう）によって描かれた《楠公袂別図》について考察する。この作品は、
石本家資料調査一覧表（「本渡歴史民俗資料館『石本家資料』について―美術品の調査報告―」、本
書第四部第 2 章）の資料番号6365にあたる。
　本作品の制作年代や石本家に所蔵された年代については明らかになっていないが、作者である甲斐青
萍の経歴から判断して、多くの石本家資料のなかでも、制作年代が新しく、近代に入ってからの作品で
あることが分かる。すなわち所蔵されるようになったのも、近代になってからということになる。とい
うことは、井上充幸氏が、天保13（1842）年の高島秋帆事件をきっかけに、石本家の経済事情は傾き、
その時期に美術作品も多く散逸したことを推察されているが1）、高島秋帆事件後も、石本家は美術作品を
購入していたということになる。裕福ではなかったが、無理をして購入した可能性も考えられるので、
一概に言うことは出来ないが、美術作品を購入しているということは、その後もそれなりに裕福な生活
を送っていたことが予想出来るのではないだろうか。
　このように甲斐青萍によって描かれた《楠公袂別図》は、石本家の歴史調査においても、何らかの結
果をもたらす可能性がある重要な作品だといえる。しかしながら、この作品についての分析は、ほとん
ど行われていない。後に述べるように、甲斐青萍が、中央画壇において活躍していないことも要因であ
ろうが、作者自身についても詳細な情報を掴むことが出来なかった。そこで今回、石本家の近代に入っ
てからの状況を示す一部ともなるこの作品の紹介を試みることにした。
1 　作者について
　まず、作者の甲斐青萍 について簡単に紹介する。作者の情報については、先ほど述べたように、多く
 1） 井上充幸「天草フィールドワーク生業調査の成果」（『天草諸島の文化交渉学研究』、関西大学文化交渉学教育研究拠
点（ICIS）、2011年）68頁。
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を述べることは出来ないが、『熊本県大百科事典』2）、『熊本県の美術』3）において紹介されていたので、そ
れらを参考にして述べたい。甲斐青萍（生没年＝明治15（1882）年から昭和49（1974）年）は、熊本県
上益城郡出身の日本画家である。本名は甲斐英雄で、号が青萍である。熊本で、高橋廣湖に学んだ後、
東京美術学校（現在の東京芸術大学）の日本画科に入学し、下村観山、小堀鞆音に師事した経歴を持つ。
明治42（1909）年に卒業し、明治43（1910）年 9 月から昭和14（1939）年 7 月まで母校である熊本中学
（現在の熊本高校）の美術教師をしている。この時期、甲斐青萍は、「大正、昭和の熊本日本画壇を、同
じ東京美術学校卒で済々黌美術教師を務めていた下林素光とともにリードした」4）そうである。これらの
経歴から、彼が、地元のエリート画家であったであろうことが予想される。昭和21（1946）年には、熊
本県美術協会展の創立に加わっている。しかしながら、下林素光と甲斐青萍は、中央画壇には進出する
ことなく、九州美術協会の中心人物として活躍し、「九州美術展覧会」への出品に留まっている。『熊本
県史　近代編第四』のなかで、「九州美術展覧会」についての記述があったので引用する。「この期間の
美術界で、最も組織的な力をもつて美術の発展に努めたのは熊本美術協会であつた。この協会は、日本
画家、洋画家が一丸となつて生れたもので、年々作品の発表会が九州美術展覧会の名称で行われた。」5）
この記述には、その協会の会員として数人の名前が挙げられていたが、そのなかに甲斐青萍の名前も掲
載されていた。ちなみに、熊本県史においては、他に『熊本県史　近代編第二』において甲斐青萍の名
前を見出すことが出来た。しかし、五長老とそれに次ぐ画家の名前を挙げた後に、「また甲斐青萍、古田
報春、古荘黙軒等も別個の分野で活躍した。」6）と、名前が載っているのみで具体的な活動は述べられて
いなかった。
　甲斐青萍は、家系が細川家に仕えた武士であったこともあり、歴史画と有職故実を好み、特に菊池一
族に題材を得た作品が多い。馬、武者絵を得意とし、「馬と武者絵の画家」ともいわれている。馬に乗っ
て通勤していた時代もあったそうである。享年は92歳であった。「青萍」の意味を広辞苑で調べると、「青
い浮き草」とともに「越王勾践所持の名剣の名」という意味が出る。歴史画を好んだ甲斐青萍に相応し
い号といえよう。なお、昭和14（1939）年に熊本中学（現在の熊本高校）の美術教師を退職した後から、
昭和49（1974）年の死去までの詳細な画家活動については明らかにすることが出来なかったが、古家良
一氏が「八八歳時の《馬百匹》の画幅はその集大成であったと伝えられる。」7）と述べていることから、画
家としては、生涯現役であったことが窺える。
　甲斐青萍における本作品以外の作例をあげると、熊本市立熊本博物館所蔵の《熊本城突囲隊の図》や
《託麻原合戦図》、熊本県立美術館所蔵の《峠茶屋》、東京芸術大学大学美術館所蔵の卒業制作であった
《菊池武光》、熊本県立済々黌高等学校蔵の《菊池武朝奮戦図》（図 1 ）8）などがある。《菊池武朝奮戦図》
 2） 神宮司正「甲斐青萍」（『熊本県大百科事典』、熊本日日新聞社　熊本県大百科事典編集委員会編、1982年）131頁。
 3） 熊本県立美術館編『熊本県の美術』（思文館出版、1995年）129－130頁。
 4） 前掲書『熊本県の美術』129頁。
 5） 寺本広作編集『熊本県史　近代編第四』（熊本県、1963年）452頁。
 6） 寺本広作編集『熊本県史　近代編第二』（熊本県、1962年）569頁。
 7） 前掲書『熊本県の美術』130頁。
 8） 同書『熊本県の美術』。図 1 は同書からの複写掲載。絹本着色、扁額装、大正時代末、65.7㎝ ×123.2㎝、熊本県立
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については、先ほども挙げた『熊本県の美術』のなかで、古家氏が、「画面左にまとめられた三人の武者
の動勢的力感が、前方を一人突き進む馬上の武者、中央下の岩石、遠方のシルエット的な武者の相互的
な関係に振り分けられ、構図上の均衡を図っているところも注目される。」9）と述べ、馬の描写について
も「一筆描き的な馬の動態描写などにその面目を躍如とさせている。」10）と評価している。また、古家氏
は、母校熊本高等学校所蔵の《熊本正門図》、《熊本服装変遷図》、《熊中校舎全景図》についても「歴史・
人物画と趣を異にした画風で、薄塗りの軽妙洒脱な味わいを見せるが、歴史的な資料としての価値も高
い。」11）と甲斐青萍の作品を称えている。その他の作品としては、熊本市の八景水谷公園にある、加藤清
正像の原図を甲斐青萍が担当している。塑像は、熊本県ゆかりの彫刻家である松原象雲（しょううん）
が行っている。これは、大正14（1925）年に、熊本市三大事業記念国産共進会を記念して制作された加
藤清正の像を、八景水谷公園へ移動させたものである。これらの例からは、先ほど述べたように、九州
美術協会の中心人物として活躍していたという甲斐青萍の、熊本県における美術への貢献を理解するこ
とが出来る。また、多く作品が熊本県内で所蔵されていることから、熊本への美術貢献が評価されてい
ることを確認することが出来る。さらに石本家が甲斐青萍の作品を所蔵しているという事実は、甲斐青
萍が地元の人に一定の評価をされていたことを示しているのではないだろうか。甲斐青萍研究において
も、石本家資料の所蔵作品の解明が貴重な資料となるかもしれない。
済々黌高等学校蔵。
 9） 同書『熊本県の美術』190頁。
10） 同書『熊本県の美術』190頁。
11） 同書『熊本県の美術』130頁。
（図 1 ）　甲斐青萍《菊池武朝奮戦図》
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₂ 　作品分析
　甲斐青萍によって描かれた《楠公袂別図》（図 2 ）は、制作年代が不明であるが、甲斐青萍が得意とす
る歴史画である。絹本着色、掛幅装、大きさは縦115.1㎝、横33㎝となっている。画面右下に、号である
「青萍」という文字が記され、その下の篆刻にも同じく「青萍」という文字が朱文方印で押されている。
　この作品の画題は、古典文学の『太平記』に記されている有名な名場面のひとつ、楠木正成の「桜井
の訣別」の場面である。題名の《楠公袂別図》の楠公（なんこう）とは、楠木正成の敬称のことである。
楠木正成は、明治時代を経て「大楠公」と称されるようになる。楠木正成とは、永仁 2 （1294）年、河
内国赤坂水分（大阪府千早赤阪村）出身の鎌倉時代末期から南北朝時代にかけての武将である。元弘元
（1331）年、後醍醐天皇が、幕府を打倒するために京都で挙兵する。途中、後醍醐天皇が隠岐島に流され
てしまうが、楠木正成は戦い続け、足利尊氏らと共に鎌倉幕府を滅亡に導く。しかしその後、足利尊氏
が、後醍醐天皇による建武の新政に不満を持ち、謀叛を起こし、再び戦乱の時代がはじまる。建武 3
（1336）年、楠木正成は、足利軍を防ごうと、新田義貞とともに兵庫へ向かう。「桜井の訣別」とは、そ
の途中の桜井の駅（大阪府三島郡島本町桜井）にて、数え年で11歳の息子の正行（小楠公）に今生の別
（図 ₂ ）　甲斐青萍《楠公袂別図》
 　　　（資料番号₆3₆₅）（全体）
（図 ₂ ）
（部分）
（図 ₂ ）
（部分）
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れを告げる場面である。楠木正成は、息子を呼び、自分と離れ一人で故郷へ帰るように伝える。正行は、
最期まで父と一緒にいたいと言うが、楠木正成は息子に、自分のかわりに生き残り、天皇に忠義を尽す
ように諭し、天皇から与えられた菊水の紋が入った短刀を形見として渡す。その後、楠木正成は、湊川
の合戦で追い詰められ、弟の正季ら一族と七生滅賊を誓い、殉節する。
　《楠公袂別図》にみられる、余白が多い、シンプルで寂しい画面は、別れの悲しみを表現しているよう
である。縦長の画面をうまく使用し、向かって画面の右から左に曲がる松の木の下での二人の別れの場
面が描かれている。松の木は、葉全体に、若草色を用い、周囲に黄土色を滲ませている。幹の部分も茶
色に若草色を滲ませ、うまく苔を表現している。手前には、家来の姿も確認出来る。家来は、大きな耳
をしており、黄土色の服に藍色の甲冑を付け、烏帽子被り、後姿で描かれている。白髪であることから
年をとっていることがわかる。三人の人物とも、衣服の輪郭線は黒に近い色で引かれているが、顔など
の身体の輪郭線は赤茶色の線で引かれている。それら三人を囲むように、楠木正成の一族が用いていた
菊水の紋が描かれた布が揺れている。地面は薄い黄土色である。楠木正成の背後には兜が置かれ、これ
から戦いに行くことがわかる。いくつかの料理も細かく描かれているのが見える。正行は、用意された
本来の居場所である獣で出来た敷物から離れて、楠木正成に体を寄せて、必死に、自分も一緒に連れて
行ってもらえるようにお願いをしている。衣服は、薄い桃色に赤紫の牡丹のような花と金色と銀色の 2
種類の桜の花びらの模様が入った着物を着ている。髪は、白い布を使用し、後ろでひとつに結んでいる。
上目遣いで楠木正成を見つめ、口を開けていることから、ちょうど父親に話しかけている場面であるこ
とがわかる。そのような正行の姿を見つめる楠木正成の悲しそうな眼差しは、息子への愛に溢れている。
畳の上に敷かれた獣の敷物に座り、左手には、形見に渡すつもりであろう赤の布に包まれた短刀を持っ
ている。右手は息子の背中の上に置かれ、説得しようとしていることが伝わってくる。着物は、若草色
と黄緑の縞模様で、左肩には橙色に白、赤、若草色の模様が入った肩鎧を付け、頭には烏帽子を被って
いる。左隣には白地に赤と青の水玉模様の紐がついた刀が置かれている。
　本作品は、淡く優しい色彩の美しい作品である。その色彩は、親子の悲しみと愛を表現しているよう
である。また、それらの色彩と楠木正成の表情から、甲斐青萍は、楠木正成を、息子に厳しく諭す人物
としてではなく、別れの辛さに耐えている息子を愛する一人の父親として描いたことが理解できる。楠
木正成の右手のデッサンに違和感を覚えるが、全体としては、構図のバランスが良く、衣服や道具にも、
緻密な模様が描かれている。甲斐青萍が得意とした馬は描かれてはいないが、優れた作品であるといえ
よう。
3 　楠木正成を題材とした他の作品例の紹介
　明治に入り、日本美術史のなかで歴史画が頻繁に描かれるようになる。日本画だけではなく、洋画に
おいても日本の歴史画が多く描かれるようになった。また、小池賢博氏が、「歴史上の人物や事件を描
く、いわゆる歴史画は、近代以前にも数多く存在する。聖徳太子絵伝はもとより、仏画、仏教説話画も
広い意味では歴史画であり、保元平冶物語、後三年、蒙古襲来、北野天神、一遍上人など戦記物語や社
周縁の文化交渉学シリーズ 8 　天草諸島の歴史と現在
176
寺の縁起、僧侶の行状記類の優れた絵巻物もある。」12）と述べているように、これまでさまざまな歴史画
が描かれてきた。そのなかでも人気があった題材のひとつが、楠木正成の物語である。この物語の内容
については、第 2 節で詳しく述べたが、天皇への忠誠を伝える美談として、戦前までは国語、修身、歴
史の教科書に必ず載っていた。日本人には大変有名な話であり、非常に流行した画題であった。
　近代以前の楠木正成を題材とした作品例としては、神戸市立博物館に所蔵されている舟意広芳の《楠
正成像》や歌川芳廉の浮世絵である、《湊川大合戦図》などが挙げられるが、ここでは、本作品と制作年
代が近いと考えられる、近代の作品を詳しく紹介する。
　まず横山大観によって描かれた《大楠公》（図 3 ）13）がある。この作品は、湊川（みなとがわ）神社の
依頼によって描かれたもので、湊川神社に所蔵されている。湊川神社とは、明治 5 （1872）年、楠木正
成の天皇への忠誠を後世に伝えるため、明治天皇によって創建された神社である。
　横山大観は、水戸出身の明治元（1868）年から昭和33（1958）年までの日本画家である。東京美術学
校出身で、岡倉天心に認められ、卒業した後、すぐに同校の教師となっている。日本画の革新のために
朦朧体という新様式の実験を行い、大正 3 （1914）年には、岡倉天心の意志を継ぎ、日本美術院を再興
している。院展の指導者としても活躍した。
　《大楠公》は、昭和10（1935）年の作品で、大きさは、縦203cm、横97.8cm である。画面の上半分に、
生命力に溢れた松が茂っており、その松の木の下に、楠木正成が脚を組み座っている様子が描かれてい
る。衣服は、豪華な赤い着物を着用している。太い眉、鋭い眼、立派な鼻、締まった口元、整った口髭、
それらの全てが、楠木正成の意志の強さと神聖な雰囲気を作り上げている。表情からは、悲しんでいる
のか、悩んでいるのか、もしくは怒っているのかということは、判断しにくいが、目線が若干斜め下に
設定されていることで何かを考えこんでいるようにもみえる。この作品については、以下のような記述
がある。「大観は、はじめ武者絵は不得意であるから制作を断ったというが、それだけに約半年の期間を
かけ、三度画稿を改めて慎重に描き上げている。顔の表情は、古面などを参照し、意を決した重厚沈着
な面貌を創っている。また、武具装束は故実を調べて正確に仕上げたと伝えられ、朱の狩衣に、腰には
脇立、足に脛当と沓、手に籠手をはめ、首に喉輪を下げた、戦中小休止時の軽装である小具足姿で描か
れている。丹念に描き込まれた気品ある松の向こうに菊水の旗が見え、この忠臣を象徴している。」14）衣
服の模様などが丁寧に緻密に描かれていることなどから、この文章が述べているように、時間をかけた
ことが確認される。
　次に狩野芳崖の《楠公父子図下絵》（図 4 ）15）を紹介する。狩野芳崖は、文政11年（1828）年から明治
21（1888）年までの日本画家である。弘化 3 （1846）年に、狩野養信に入門し、その後、御用絵師とし
12） 小池賢博「近代の歴史画」（『アサヒグラフ別冊　日本編52　美術特集　近代日本画に見る歴史画』、朝日新聞社、1988
年）83頁。
13） 同書　野沢敬編集『アサヒグラフ別冊　日本編52　美術特集　近代日本画に見る歴史画』。図 3 は同書より複写掲載。
紙本着色、一幅、1935年、204㎝×97.8㎝、湊川神社蔵。
14） 前掲書『アサヒグラフ別冊　日本編52　美術特集　近代日本画に見る歴史画』91－92頁。
15） 京都国立博物館『没後100年記念　特別展覧会　狩野芳崖―近代日本画の先駆者―』（京都新聞社、1989年）。図
4 は同書より複写掲載。紙本墨画淡彩、一幅、制作年不明、122.7㎝ ×66.8㎝。
第 4 章　甲斐青萍《楠公袂別図》（髙橋）
177
て才能を発揮するが、明治期に入ると、徳川幕府批判のもとで、貧苦に耐える生活を送ることになる。
フェノロサに評価された後は、日本画界の中心人物として再び活躍するが、東京美術学校の教授に就任
する直前に病気で亡くなる。
　《楠公父子図下絵》については、「鉛筆の修正線もなまなましくすぐに下絵とわかるが、本画は存しな
い。一説には、東京美術学校創設に際し、歴史画の教材としてこれを制作する予定であったが、多忙の
ため本画を揮毫する機会を失ったという。」16）と述べられているように、下描きの段階なので、衣服の細
かい模様などは入っておらず、色彩も薄く施されているだけだが、その場の厳しく悲しい雰囲気が十分
に伝わってくる作品である。縦122.7㎝、横66.8㎝の縦長の画面で、上半分はほぼ空である。向かって左
下に馬、楠木正成、家来が描かれ、左下にそれらに背を向けて泣いている正行が描かれている。第 2 節
で詳しく分析した甲斐青萍の《楠公袂別図》と同じく父子の別れの場面が描かれているが、その作品と
は楠木正成の表情が全く異なっている。非常に厳しい表情で、眉と目が吊り上がっている。しかしなが
ら、下がった口角から、悲しみに耐えているようにも見える。
16） 同書『没後100年記念　特別展覧会　狩野芳崖―近代日本画の先駆者―』170頁。
（図 3 ）　横山大観
　　　　《大楠公》
（図 4 ）　狩野芳崖
　　　　《楠公父子図下絵》
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　続いて下村観山によって描かれた《楠公》（図 5 ）17）をみてみる。下村観山は、第 1 節で述べた経歴に
あったように、甲斐青萍が学んだことのある人物でもある。彼は、和歌山出身の明治 ₆ （1873）年から
昭和 5 （1930）年までの日本画家である。狩野芳崖や橋本雅邦に学んだ経歴を持つ。東京美術学校に入
学し、岡倉天心に認められて同校の助教授となるが、美術学校騒動で岡倉天心が辞職した際、後を追っ
て辞職している。その後は、先述した横山大観と同じく、日本美術院の創立に関わり、晩年は再興院展
の指導者となっている。
　《楠公》は、 3 幅対の作品で、各縦196cm、横51cm である。向かって右端の画面からみてみよう。場
面は険しい山道である。まずは、赤い馬鎧をつけた黒い馬に前かがみで乗った楠木正成が描かれている。
立派な兜を着用し、手には弓を持っている。顔に注目してみると、釣りあがった目、堅く閉じた口元を
確認することが出来る。横山大観によって描かれた、落ち着いた雰囲気の《大楠公》とは異なり、これ
から始まる戦いに意気込んでいるようである。続いて中央の画面には、霧のかかる山が描かれている。
木々の色合いからすると秋に近づきつつある季節のようである。最後の一番左の画面には、大きな岩、
繊細で美しい植物、家来が描かれている。この作品の構図については、「中央に吉野山を配し天皇の尊厳
17） 前掲書『アサヒグラフ別冊　日本編52　美術特集　近代日本画に見る歴史画』。図 5 は同書より複写掲載。絹本着色、
3 幅対、1921年、各196㎝×51㎝、東京国立博物館蔵。
（図 ₅ ）　下村観山《楠公》
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を象徴し、むかって右に正成、左にその臣を配して忠勤の思いをこめたのであろう。」18）という記述があ
るが、人物描写とともに、山景描写に優れた作品だといえる。
　さらに絵画だけではなく、像もいくつかある。例えば、皇居外苑にある像は、楠木正成が馬に乗った
姿で表現されている。これは、住友家が、別子銅山の開山200年の記念として、東京美術学校（現在の東
京藝術大学）に依頼し、明治33（1900）年 7 月に、宮内庁へ献納した像である。当時、木彫科の主任教
授であった高村光雲（高村光太郎の父）などによって制作された。像の高さは 4 m、台座を入れた全体
は約 8 m、像の重さは、約6.7t といわれている。楠木正成の像は、先ほど述べた湊川神社の近くにある
湊川公園にもある。この他にも多くの楠木正成を題材にした美術作品が存在しており、画題の人気ぶり
を把握することが出来るであろう。
おわりに
　第 1 節で述べた経歴から、甲斐青萍は、中央画壇には進出せず、熊本の美術に多大な貢献をした人物
であることがわかった。次に、第 2 節の作品分析から、《楠公袂別図》は優しい色彩で、緻密で丁寧に描
かれた美しい作品であることを理解することが出来た。第 3 節からは《楠公袂別図》に描かれている、
楠木正成の画題が非常に流行していたことを確認することが出来た。
　最後に、この作品の特徴を述べると、楠木正成が、横山大観の作品にみられた神聖で威厳のある楠木
正成や、狩野芳崖と下村観山の作品にみられた凛々しく力強い楠木正成とは異なり、人間らしく描かれ
ている、ということがいえるだろう。息子と離れたくないという一人の父親としての本心を、表情や優
しい色彩から読み取ることが出来た。
　また、本作品は、石本家が、全国的に有名な画家の作品だけではなく、熊本県で活躍した地元の画家
による作品もコレクションしていたということを示す一例となるものである。今後、このように石本家
の作品紹介が、ひとつでも多く行われることにより、石本家資料における作品の収集傾向などが明らか
になっていくと思われる。
18） 前掲書『アサヒグラフ別冊　日本編52　美術特集　近代日本画に見る歴史画』91頁。

